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六
甲
山
に
お
け
る
治
山
の
原
点

 

「
再
度
山
の
植
林
」
が
林
業
遺
産
に
認
定

兵
庫
県
森
林
組
合
連
合
会
・
元
兵
庫
県
六
甲
治
山
事
務
所
長

　
山
田
裕
司

　
一
般
社
団
法
人
日
本
森
林
学
会
に
お
い
て
、
六
甲
山
に

お
け
る
は
げ
山
復
旧
を
記
録
し
た
「
再
度
山
の
植
林
と
関

連
資
料
」
が
２
０
１
９
年
度
の
林
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま

し
た
。

⑵
林
業
遺
産
に
つ
い
て

　
　
日
本
森
林
学
会
が
林
業
発
展
の
歴
史
を
将
来
に
わ

た
っ
て
記
憶
・
記
録
し
て
い
く
た
め
、
公
募
に
基
づ
き

認
定
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
に
吉
野
林
業
な
ど
35
箇
所

が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
県
内
で
は
、
２
０
１
３
年
度

に
猪
名
川
上
流
域
の
里
山
（
台
場
ク
ヌ
ギ
林
）
が
認
定

さ
れ
、
今
回
は
県
内
で
は
２
番
目
の
認
定
で
す
。

２
．
﹁
再
度
山
の
植
林
と
関
連
資
料
﹂
に
つ
い
て

　
　
六
甲
山
系
に
位
置
す
る
再
度
山
一
帯
で
は
、
明
治
時

代
に
は
、
は
げ
山
等
の
荒
廃
地
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

神
戸
市
で
は
水
源
の
確
保
や
洪
水
防
止
を
目
的
に
、
明

治
35
（
１
９
０
２
）
年
に
試
験
的
に
積
苗
工
や
植
林
な

ど
を
実
施
（
以
下
「
試
験
植
林
」
）
し
ま
す
。
そ
の
効

果
を
確
認
後
、
本
格
的
に
神
戸
市
が
造
林
工
事
を
、
兵

庫
県
が
砂
防
工
事
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
明
治
35
年
９
月
に
再
度
山
の
北
側
の
荒
廃
状
況
を
外

国
人
※
１

が
偶
然
に
撮
影
（
大
坂
青
山
歴
史
文
学
博
物

館
所
蔵
資
料
）
し
て
お
り
、
そ
の
写
真
か
ら
、
試
験
植

林
の
位
置
が
特
定
で
き
て
い
ま
す
（
写
真
１
）
。
ま
た
、

植
林
の
た
め
の
積
苗
工
の
施
工
状
況
（
写
真
２
）
や
植

林
後
（
１
年
後
、
５
年
後
、
10
年
後
）
の
森
林
の
生
育

１
．
林
業
遺
産
の
概
要

⑴
認
定
内
容

　
【
対

象

名
】
再
度
山
の
植
林
と
関
連
資
料

　
【
林
業
跡
地
】
積
苗
工
の
石
積
み
遺
構
群
及
び
周
辺
森

林
　
４
・
８
ha

　
【
資

料

群
】
写
真
ガ
ラ
ス
原
板
、
造
林
台
帳
（
以
上

神
戸
市
所
有
）
、
砂
防
工
事
台
帳
（
兵
庫

県
所
有
）

　
【
成
立
年
代
】
明
治
35
（
１
９
０
２
）
年

　
【
所

在

地
】
神
戸
市
北
区
山
田
町
中
一
里
山
（
再
度

公
園
内
）

　
【
認
定
理
由
】
六
甲
山
系
の
砂
防
・
植
林
事
業
の
歴
史

を
今
に
伝
え
る
資
料
群
と
遺
構
群
、
及

び
再
生
し
た
森
林

写真２ 　 積苗工の施工状況（ 明治3 6（ 1 9 0 3 ）年）
砂防工事で本格的に施工さ れた積苗工の状況

写真１ 　 試験植林箇所
明治3 5 年９ 月撮影の再度山北側斜面の一部に積苗

工を施工し ているのが確認できる。

（ 大阪青山歴史博物館所蔵の写真の一部）

写真４ 　 写真4 の植林後５ 年後の状況

（ 明治4 1 （ 1 9 0 8 ） 年）

写真３ 　 植林後１ 年後の状況

（ 明治3 7 （ 1 9 0 4 ） 年）
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状
況
が
確
認
で
き
る
写
真
（
写
真
３
・
４
）
が
存
在
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
の
ガ
ラ
ス
原
板
も
残
っ
て
い
ま
す
。

写
真
の
撮
影
位
置
も
ほ
ぼ
特
定
で
き
て
お
り
、
写
真

３
・
４
（
植
林
１
年
後
、
５
年
後
）
は
、
試
験
植
林
の

箇
所
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
神
戸
市
と
兵
庫
県
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
造
林
工
事

と
砂
防
工
事
の
施
工
内
容
は
、
そ
れ
ぞ
れ
造
林
台
帳

（
写
真
５
）
と
砂
防
工
事
台
帳
に
記
載
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
神
戸
市
と
兵
庫
県
に
保
管
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
そ
れ

ら
の
詳
細
（
年
月
、
面
積
、
樹
種
、
本
数
等
）
が
記
さ

れ
た
記
録
※
２

（
大
日
本
山
林
会
報
第
２
８
７
号
（
明

治
39
年
10
月
15
日
）
）
も
存
在
し
て
い
ま
す
。

　
　
さ
ら
に
、
現
地
に
は
、
積
苗
工
の
基
礎
部
に
施
工
し

た
石
積
み
の
遺
構
（
写
真
６
）
も
現
存
し
て
お
り
、
規

模
等
か
ら
右
記
記
録
の
谷
留
石
堰
堤
と
推
定
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
は
写
真
３
を
拡
大
す
る
こ
と
で
施
工
直
後

の
状
態
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
（
写
真
７
）
。

　
　
な
お
、
こ
の
植
林
に
は
東
京
帝
国
大
学
の
本
多
静
六

博
士
が
計
画
に
深
く
関
わ
り
、
施
工
後
の
写
真
２
～
４

は
博
士
の
指
導
に
よ
り
撮
影
さ
れ
た
こ
と
も
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
砂
防
工
事
の
指
導
監
督
は
、
当
時
各

都
道
府
県
に
配
置
さ
れ
て
い
た
林
業
巡
回
教
師
が
実
施

す
る
な
ど
、
当
時
の
林
学
職
員
と
砂
防
工
事
の
関
係
を

推
察
で
き
、
非
常
に
興
味
深
い
物
語
性
を
有
し
て
い
ま

す
。

　
　
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
当
時
の
植
林
の
背
景
や
技
術
、

工
事
費
、
砂
防
工
事
と
林
学
と
の
関
係
を
知
る
こ
と
が

で
き
る
と
と
も
に
、
荒
廃
地
か
ら
森
林
へ
の
復
旧
状
況

も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
群
で
す
。

３
．
林
業
遺
産
認
定
区
域

　
　
造
林
工
事
や
砂
防
工
事
は
、
神
戸
市
北
区
、
中
央
区
、

兵
庫
区
に
ま
た
が
る
約
１
５
０
０
ha
以
上
の
区
域
で
実

施
さ
れ
ま
し
た
が
、
住
宅
開
発
等
で
消
失
し
て
い
る
区

域
も
多
く
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
次
の
よ
う
な
理
由

か
ら
、
再
度
山
北
側
斜
面
４
・
８
ha
が
林
業
遺
産
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

①
明
治
35
年
の
試
験
植
林
や
そ
の
後
の
造
林
工
事
、
砂
防

工
事
の
施
工
箇
所
が
含
ま
れ
る
。

②
工
事
で
設
置
し
た
石
積
み
等
が
多
く
残
っ
て
お
り
、
保

存
状
態
も
良
好
で
あ
る
。

③
歩
道
等
か
ら
も
石
積
み
等
が
観
察
で
き
る
。

④
神
戸
市
有
林
で
あ
り
、
市
が
再
度
公
園
と
し
て
適
切
に

管
理
し
て
い
る
。

⑤
再
度
公
園
の
中
心
で
あ
る
修
法
ケ
原
池
の
ほ
と
り
か
ら

全
景
を
観
察
で
き
る
（
写
真
８
）
。

４
．
そ
の
他

　
　
「
再
度
山
の
植
林
と
関
連
資
料
」
に
つ
い
て
は
、
は

げ
山
か
ら
よ
み
が
え
っ
た
豊
か
な
森
林
を
全
国
に
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
林
業
遺
産
で
す
。
今
回
の
認
定
を
機
に
、

現
在
は
非
公
開
の
写
真
の
ガ
ラ
ス
原
板
の
公
開
や
、
現

地
に
残
る
石
積
み
遺
構
の
解
説
版
設
置
な
ど
が
実
現
で

き
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
林
業
遺
産
「
再
度

山
の
植
林
と
関
連
資
料
」
の
活
用
や
そ
の
他
の
関
連
す

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど
は
、
、
次
号
で
報
告
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

※
1

　
外
国
人
：
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ゴ
ー
ド
ン
・
ス
ミ
ス
。
イ
ギ
リ
ス
人
。

旅
行
者
と
し
て
日
本
に
６
度
来
日
し
、
日
本
の
風
俗
や
生
物
を
絵

図
や
写
真
と
と
も
に
日
記
で
残
し
た
。
ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
の
発
見
者
。

※
２

　
（
記
録
の
一
部
。
原
文
マ
マ
）
三
十
五
年
二
月
十
八
日
始
め
て
工

を
起
し
、
同
年
三
月
十
八
日
に
竣
工
す
、
…
。
面
積
六
反
八
畝
二

十
六
歩
六
合
を
卜
せ
り
。
…
…
延
長
一
千
二
十
九
間
七
合
の
積
苗

工
五
個
所
二
十
坪
の
谷
留
石
堰
堤
を
築
造
し
、
之
に
山
榿
苗

（
注
：
ヤ
シ
ャ
ブ
シ
と
思
わ
れ
る
）
一
萬
本
黒
松
苗
一
萬
本
植
付

た
る
も
の
な
り
。

写真７ 　 写真３ の一部拡大
積苗工の基礎の石積みの状況や、 植栽木がマツである

こ と 、 苗長・ 植栽間隔も 確認できる。

写真６ 　 石積み遺構
斜面の凹部に施工さ れた石積み。 資料では「 谷留石堰

堤」 と 記さ れている も のと 思われる 。 写真4 でも 施工

が確認でき る。

写真８ 　 現在の林業遺産区域全景

写真５ 　 造林台帳
神戸市森林整備事務所保管の造林台帳。 樹種、 本数、

経費等が年度ごと 箇所ごと に記載さ れている。

（ 7 ） 令和2年6月30日


